
　　　　

9 時 30 分から 17 時

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節ごとに応じたイベント(餅つき、節分、水遊び、ハロウィン、クリスマス等)
・遠足

家族支援
・送迎時の際に親御さんとお話し随時情報共有をするとともに、必要に応じて面
談を行い不安や困りごとへの相談援助を行います。

地域支援・地域連携
・地域イベントへの参加を通して、地域との交流の機会を設け支援します。
・ご利用のお子さまが通っている保育園や幼稚園と情報共有を行い連携を図りま
す。

支　援　内　容

本
人
支
援

・送迎の身辺処理（靴の片づけや着脱、荷物の整理）をお子様のペースや出来る出来ないに合わせ実施し習慣化ができるよう支援しています。
・手洗いについては指導員がモデルとなり、子どもたちに手洗いの仕方について説明しながら視覚的に習慣化ができるよう支援しています。
・療育の中ではしかけ絵本や知育玩具を使いながら日常動作であるチャックをあげたり、パズル、ボタンを止めたりする動作を楽しく覚えることができるような活動を行っていきます。
・排泄の呼びかけも食後や外活動前に必ず声掛けを行いながら習慣化できるよう支援していきます。

・河川敷へお散歩に行くことや近くの農業公園へ行くなど課外活動を通して身体機能の維持・向上を図ります。
・また課外活動の中では、ジャングルジムや鉄棒などの遊びを通して掴む、支えるの動作を意識しながら基本的技能の向上を図ります。
・室内活動では、ボルタリングやバランスストーンの運動活動を通して手先の感覚運動や運動能力の向上、バランス感覚の向上を図ります。

・時計の模型やタイマーを使いながら時間を視覚や聴覚で理解し行動できるよう支援をしていきます。
・声のものさしを使いながら声の大きさを視覚で理解し行動に移すことができるよう支援をしていきます。
・気持ちの温度計を使いながら指差し確認しながら気持ちを理解し、選択肢を与えながら切り替えができるよう支援をしていきます。
・お友だち同士でのやり取りの中でお願いや誘い方を指導員がモデルとなり、具体的な伝え方を示していきます。

・お友だちと積極的に関われる場を提供し、指導員が介在しながら人間関係の構築を目指し支援していきます。
・一人ひとりの課題に合わせたプリントを用意し、文字や数字の能力の向上を支援していきます。
・指導員がモデルとなり、コミュニケーションのやり取りのなかで手振り、身振りの動作を示し非言語コミュニケーション能力の向上を目指していきます。

・お友だちに対して挨拶ができるよう声掛けを行いながら挨拶の習慣化ができるよう支援していきます。
・場面ごと(昼食前、外へ行く時、製作活動を行う時など)に切り替えをする際に玩具を片付けたり、椅子を片付けたりできるよう声掛けを行い支援していきます。
・お友だち間で「どうぞ」や「ありがとう」と発言できる機会を増やせるように指導員がモデルとなり、お友だち同士の関係性を深めることができるような支援を行います。

法人（事業所）理念 笑顔をつなぐ、人の輪をつなぐ

支援方針
・お子様の豊かな感受性を伸ばす為に遊び・学ぶ・作るを基本に様々な機会を与えます。
・好奇心を持てるように自然豊かな環境で、自立する心を育てる保育・療育を心がけています。

営業時間

事業所名 すまいるりんくkids 支援プログラム（参考様式）



2025 年

30 分まで あり なし

・季節ごとに応じたイベント(餅つき、節分、水遊び、ハロウィン、クリスマス等)
・遠足

・送迎時の際に親御さんとお話し随時情報共有をするとともに、必要に応じて面
談を行い不安や困りごとへの相談援助を行います。

移行支援
・児童発達支援から放課後等デイサービスへ移行する為の面談を行います。
・必要に応じて保育園や幼稚園とも連携を図り移行支援を行います。

・地域イベントへの参加を通して、地域との交流の機会を設け支援します。
・ご利用のお子さまが通っている保育園や幼稚園と情報共有を行い連携を図りま
す。

職員の質の向上
・発達特性と支援の手立てについて研修等で学び専門性を高めます。
・支援の中での気付きや変化は職員間で共有し、質の高い支援を行います。

支　援　内　容

・送迎の身辺処理（靴の片づけや着脱、荷物の整理）をお子様のペースや出来る出来ないに合わせ実施し習慣化ができるよう支援しています。
・手洗いについては指導員がモデルとなり、子どもたちに手洗いの仕方について説明しながら視覚的に習慣化ができるよう支援しています。
・療育の中ではしかけ絵本や知育玩具を使いながら日常動作であるチャックをあげたり、パズル、ボタンを止めたりする動作を楽しく覚えることができるような活動を行っていきます。
・排泄の呼びかけも食後や外活動前に必ず声掛けを行いながら習慣化できるよう支援していきます。

・河川敷へお散歩に行くことや近くの農業公園へ行くなど課外活動を通して身体機能の維持・向上を図ります。
・また課外活動の中では、ジャングルジムや鉄棒などの遊びを通して掴む、支えるの動作を意識しながら基本的技能の向上を図ります。
・室内活動では、ボルタリングやバランスストーンの運動活動を通して手先の感覚運動や運動能力の向上、バランス感覚の向上を図ります。

・時計の模型やタイマーを使いながら時間を視覚や聴覚で理解し行動できるよう支援をしていきます。
・声のものさしを使いながら声の大きさを視覚で理解し行動に移すことができるよう支援をしていきます。
・気持ちの温度計を使いながら指差し確認しながら気持ちを理解し、選択肢を与えながら切り替えができるよう支援をしていきます。
・お友だち同士でのやり取りの中でお願いや誘い方を指導員がモデルとなり、具体的な伝え方を示していきます。

・お友だちと積極的に関われる場を提供し、指導員が介在しながら人間関係の構築を目指し支援していきます。
・一人ひとりの課題に合わせたプリントを用意し、文字や数字の能力の向上を支援していきます。
・指導員がモデルとなり、コミュニケーションのやり取りのなかで手振り、身振りの動作を示し非言語コミュニケーション能力の向上を目指していきます。

・お友だちに対して挨拶ができるよう声掛けを行いながら挨拶の習慣化ができるよう支援していきます。
・場面ごと(昼食前、外へ行く時、製作活動を行う時など)に切り替えをする際に玩具を片付けたり、椅子を片付けたりできるよう声掛けを行い支援していきます。
・お友だち間で「どうぞ」や「ありがとう」と発言できる機会を増やせるように指導員がモデルとなり、お友だち同士の関係性を深めることができるような支援を行います。

笑顔をつなぐ、人の輪をつなぐ

・お子様の豊かな感受性を伸ばす為に遊び・学ぶ・作るを基本に様々な機会を与えます。
・好奇心を持てるように自然豊かな環境で、自立する心を育てる保育・療育を心がけています。

送迎実施の有無

支援プログラム（参考様式） 作成日



1 月 30 日

・季節ごとに応じたイベント(餅つき、節分、水遊び、ハロウィン、クリスマス等)
・遠足

・児童発達支援から放課後等デイサービスへ移行する為の面談を行います。
・必要に応じて保育園や幼稚園とも連携を図り移行支援を行います。

・発達特性と支援の手立てについて研修等で学び専門性を高めます。
・支援の中での気付きや変化は職員間で共有し、質の高い支援を行います。

支　援　内　容

・送迎の身辺処理（靴の片づけや着脱、荷物の整理）をお子様のペースや出来る出来ないに合わせ実施し習慣化ができるよう支援しています。
・手洗いについては指導員がモデルとなり、子どもたちに手洗いの仕方について説明しながら視覚的に習慣化ができるよう支援しています。
・療育の中ではしかけ絵本や知育玩具を使いながら日常動作であるチャックをあげたり、パズル、ボタンを止めたりする動作を楽しく覚えることができるような活動を行っていきます。
・排泄の呼びかけも食後や外活動前に必ず声掛けを行いながら習慣化できるよう支援していきます。

・河川敷へお散歩に行くことや近くの農業公園へ行くなど課外活動を通して身体機能の維持・向上を図ります。
・また課外活動の中では、ジャングルジムや鉄棒などの遊びを通して掴む、支えるの動作を意識しながら基本的技能の向上を図ります。
・室内活動では、ボルタリングやバランスストーンの運動活動を通して手先の感覚運動や運動能力の向上、バランス感覚の向上を図ります。

・時計の模型やタイマーを使いながら時間を視覚や聴覚で理解し行動できるよう支援をしていきます。
・声のものさしを使いながら声の大きさを視覚で理解し行動に移すことができるよう支援をしていきます。
・気持ちの温度計を使いながら指差し確認しながら気持ちを理解し、選択肢を与えながら切り替えができるよう支援をしていきます。
・お友だち同士でのやり取りの中でお願いや誘い方を指導員がモデルとなり、具体的な伝え方を示していきます。

・お友だちと積極的に関われる場を提供し、指導員が介在しながら人間関係の構築を目指し支援していきます。
・一人ひとりの課題に合わせたプリントを用意し、文字や数字の能力の向上を支援していきます。
・指導員がモデルとなり、コミュニケーションのやり取りのなかで手振り、身振りの動作を示し非言語コミュニケーション能力の向上を目指していきます。

・お友だちに対して挨拶ができるよう声掛けを行いながら挨拶の習慣化ができるよう支援していきます。
・場面ごと(昼食前、外へ行く時、製作活動を行う時など)に切り替えをする際に玩具を片付けたり、椅子を片付けたりできるよう声掛けを行い支援していきます。
・お友だち間で「どうぞ」や「ありがとう」と発言できる機会を増やせるように指導員がモデルとなり、お友だち同士の関係性を深めることができるような支援を行います。

笑顔をつなぐ、人の輪をつなぐ

・お子様の豊かな感受性を伸ばす為に遊び・学ぶ・作るを基本に様々な機会を与えます。
・好奇心を持てるように自然豊かな環境で、自立する心を育てる保育・療育を心がけています。

（別添資料１）


